
路線名
運行系統 キロ程

（km）
運行回数
（回） ※２

平均乗車人数
（人）　※３

補助金額
（千円） 補助主体 うち町負担額

（千円）起点 主な経由地 終点

多古本線 八日市場駅 多古本町 成田 34.0 7.6 13.3 6,899 国・県 0 

栗源線※１ 多古 栗源仲町 佐原 22.6 4.0 5.6 － － －

※１　栗源線は平成 19 年度から補助対象外
※２　運行回数＝１日当たりの往復運行回数
※３　平均乗車人数＝１日当たりの輸送人員÷片道運行回数（運行回数×２）

【図4】平成19年度　千葉交通バス路線（廃止代替バス路線）

※１　千代田線は平成 20 年度から廃止代替バス路線へ移行
※２　運行回数＝１日当たりの往復運行回数
※３　平均乗車人数＝１日当たりの輸送人員÷片道運行回数（運行回数×２）

路線名
運行系統 キロ程

（km）
運行回数
（回） ※２

平均乗車人数
（人）　※３

補助金額
（千円） 補助主体 うち町負担額

（千円）起点 主な経由地 終点

水戸線 多古車庫 水戸 横芝駅 4.0 2.2 6,482 町 3,870 

桜田線 大栄支所 桜田 多古車庫 5.0 3.3 7,853 町 4,124

赤池線 成田空港 赤池 栗源 5.0 3.1 6,808 町 939

千代田線※１ 山倉 本町 成田空港 7.0 6.2 － － －
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【図１】多古町路線バス系統略図
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ら
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【図３】平成19年度　JRバス路線

【図２】JR栗源線の利用状況

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今

後
、
路
線
廃
止
の
恐
れ
が
出
て
き

ま
し
た【
図
３
】。

　

一
方
、
千
葉
交
通
が
運
行
す
る

4
路
線
は
、
す
べ
て
大
幅
な
赤
字

に
よ
り
一
度
は
廃
止
さ
れ
た
路
線

で
す
。
し
か
し
、
関
係
す
る
市
町

が
協
調
し
て
赤
字
分
を
補
助
す
る

減
り
続
け
る

路
線
バ
ス
利
用
者

す
べ
て
の
路
線
が

補
助
金
で
運
行

積
極
的
に
利
用
し
て

路
線
確
保
を

�� 2008.6


